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1.はじめに 

近年の降雨事情をみると，降雨量は増加していると

される．台風は大型化，巨大化し，また集中豪雨によ

る被害も報告されている．こうしたなかで，河川の治

水能力が降雨量の増加に対応できるのか検証する必要

があると考える．そこで図 1 の多摩川を対象河川とし

て設定し，MIKE 11 というシミュレーションソフトを

用いて 200 年確率の出水が発生したときのシミュレー

ションを行った．200 年確率を選んだ理由として，多

摩川は再現期間 150 年から 200 年に一度起こりえる出

水に耐えられる治水計画が策定されているためである．

MIKE 11 によるシミュレーションには，春山 1)による

データを基礎に行った．このモデルに 200 年確率の流

量推移と細かな修正を加え，200 年確率出水のシミュ

レーションを行う．また本研究では近年で多摩川に一

番の出水をもたらした台風 0709 号に着目して研究を

進めている． 

 

 

 

 

 

 

 

図1－多摩川の河川図 

 

2. 200年確率流量の算定 2) 

 確率分布曲線を作成し，200年確率流量を算定する．

石原観測所で測定された 1975 年から 2008 年までの時

刻水位データ 3)を利用し，一年間で最も高い水位を抜

き出す．これらの値を春山 1)によって導かれた(2・1)

式の水位流量曲線から流量へ換算した．この水位流量

曲線は石原観測所のデータで最も新しい 2001 年 12 月

のデータで作成されている．変換した 33 年分の流量値

を図式解法の中から(2・2)式のハーゼン法と(2・3)式

のトーマス法によって超過確率を求める．結果を対数

グラフにプロットし指数近似線をひく．200 年確率の

超過確率 0.5％に対応する流量値を読み取ることで 200

年確率の流量を求めることができる． 

                    (2・1) 

 ：流量             ：水位 

                    （2・2） 

 

                    （2・3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2－ハーゼン法による超過確率の算定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3－トーマス法による超過確率の算定 
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実際にグラフ上で求めたものが図 2と図 3である．

その結果，ハーゼン法で約 5300 ㎥/sec，トーマス法で

は約 5760 ㎥/sec が得られた． 

今回の 200 年確率のシミュレーションでは値が大き

かったトーマス法の5760㎥/secを使用する．5760㎥/sec

を台風 0709 号による出水時の最大流量である 3230 ㎥

/sec で割り，求めた割合 1.32 を台風 0709 号による出水

時のハイドログラフに乗じて 200 年確率のハイドログ

ラフを作成した． 

 

3.MIKE 11によるシミュレーション 

計算条件は河口から石原までの約 30km を計算範囲

として設定し，2005 年の横断データを使用した．計算

期間は台風 0709 号の時の 2007 年 9 月 5 日 0 時から 8

日 0 時までの 72 時間である． 

まず台風 0709 号のハイドログラフで計算を行い，実

行できることを確認した．越水は見られず，堤防上端

に最も迫った箇所は河口から 18000ｍ地点の二子玉川

周辺であった．これは台風 0709 号の襲来当時と合致し

ており，越水に備えて土嚢が積まれている．しかし水

位ついて図 4 を見ると計算結果では堤防上端まで 1.5

ｍであるが，実際には約 0.5ｍにまで迫っていた．つま

り計算と現実との間に約 1.0ｍの差があることが示さ

れた．今後の検討課題である． 

次に 200 年確率のハイドログラフで行った計算結果

を示す．200 年確率でも越水は見られず，最も危険で

あった箇所は，台風 0709 号による出水時と同じく

18000ｍ地点の左岸側であった．図5に示すように 9 月

7 日 7 時 30 分頃に堤防上端からわずか 0.2ｍに迫る，

水位約 7.9ｍを記録している．今回の計算では越水は見

られないという結果が示されたが，台風 0709 号のハイ

ドログラフを使った計算結果で示された 1.0ｍの差を

考慮すると越水してしまう可能性がある． 

 

4.おわりに 

200 年確率による数値計算を行い，堤防の越水はな

いという結果が得られた．しかし台風 0709 号のハイド

ログラフを使用した計算結果から計算と現実との間に

差異があることがわかり，これを考慮すると越水の可

能性もある．今後，再現性について検証を行い，精度

の高い数値シミュレーションを作成する予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4－台風0709号のシミュレーションにおける 

18000ｍ地点の断面図と拡大図9月 7日 7：30時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5－200年確率のシミュレーションにおける 

18000ｍ地点の断面図と拡大図9月 7日 7：30時点 
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